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Ｂ－1

高
齢
者
支
援

高齢者見守
ネットワーク事業

地域包括支援センターを拠点として、市、支援セン
ター及び見守り協力機関が連携・協力して、おおむ
ね６５歳以上の高齢者をプライバシーに配慮しな
がら地域全体で見守り、支援するもの

地域包括支援センターを中心に、普及啓発のため、
様々な機会にPRに努めている。
また、協定締結事業所による業務中の見守りが行
われている。

◎

つながりあり
近隣の住民が、さりげない気付きを地域包括支援セ
ンターに連絡することで、住民の異常に対応してい
る。住民だけでなく、地域に関わる事業者とも協力し
て、見守りの目を広げていく。

引き続き、地域包括支援センター中心に普及啓発に努める。

Ｂ－１

　
児
童
青
少
年

青少年健全育成事業
（子ども緊急避難の家）

児童や生徒の緊急時の避難場所を確保し、一時
保護を目的とする。

子ども緊急避難の家
協力者数　　１７５４件

○ ◎

つながりあり
「子ども緊急避難の家」事業は、青少年対策地区委
員会やPTAなどとの協働により実施しており、更新
手続きなどはPTAの方々が直接家庭を訪問して実
施している。引き続き各団体との連携を密にし、情
報共有を図る。

引き続き、広報紙、健全育成情報紙などでのＰＲと併せて、各種地域懇
談会等での普及活動、傷害保険の加入、緊急避難の家ポスターの作
成等、側面支援にあたる。

Ｂ－１

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

コミュニティ事業運営事
業
（市民団体による活動）

自主的なコミュニティ活動を助長する契機となるよ
う行事等を市が提供し、コミュニテイ活動の一助と
する事業

計 ４６事業  ２４３ 回
参加者　２，８１１人
(1センター平均 256人)

○ ◎

つながりあり
地域のシニアクラブや子ども会に向けての周知活動
を強化し、参加者の増員やコミュニティ事業を通じて
の地域の活性化を目指す。

市民のニーズをとらえ、事業数や人気の事業の回数を増やすし、抽選
にもれて参加できない人数を減少させていく。併せて、文化センターを
利用したことがないお客様層にも興味持てるような話題性のある事業
を企画する。

Ａ

健
康
推
進

元気いっぱいサポーター
※H29評価：A

健康づくりのきっかけや取組を周囲に広げる担い
手で、市と協働して健康づくり対策を推進していく
市民ボランティア

元気いっぱいサポーター
登録数
個人：1,568人（当該年度末）
団体：26
・サポーターアンケート：登録者1,380人に郵送。回答
数449人（回答率32.8％）
・サポーター養成講座（5日間）：参加者実人数37人・
延人数176人（参加率91.2%）
・ノルディックウォークイベント（３回）
・サポーターリーダー：養成講座卒業者の活動支援
（月１回）

○ ○ ○ ◎

つながりあり
集まりの度に、参加者同士の活動の共有や意見交
換の機会を設ける。
・関係課、関係機関で養成・把握しているグループ
や活動場所の情報を収集・提供し、つながりを広げ
る。

・サポーターアンケートの内容検討
・若い年齢層のサポーター登録及び養成講座受講にむけたアプローチ
・サポーターリーダー活動支援の内容検討（勉強会のテーマ等）
・自主グループへの関わり方を再構築（メンバーだけで運営したり、活
動の幅を広げられるような関わりにシフトする）
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Ｂ－1

学
務
保
健

児童・生徒健康検査事
業

児童・生徒の健康保持、増進のために疾病の早期
発見、治療を促すなど健康診断の充実と、学校歯
科保健の充実発展に資する。

定期健康診断受診率
　　　　　　　　９９．０％
結核健康診断受診率
　　　　　　　　９９．５％

◎ つながりなし

健康診断等を通じて、児童・生徒の健康づくりに継続して取り組んでい
く。また、児童・生徒が自らの健康について学び、健康づくりの基本とな
る生活習慣を確立できるよう、家庭と学校等が協働し情報共有を図る
など、児童・生徒の学校生活が安全・安心なものとなるよう努める。

Ｃ－１

保
険
年
金

①特定健康診査
※評価区分C-1

内臓脂肪型肥満に着目し、その要因となっている
生活習慣を改善するため市内協力医療機関で健
康診査を行う

特定・・・受診率　52.9％ ◎ つながりなし
特定健診の受診勧奨について、より効果の見込める対象者層の分析
を行い、新たなアプローチ方法を検討する。

H30実績

R2年度に向けた課題・計画

R2年度に向けた課題・計画

主な事業の目的

本事業は市民同士の交流等地域のつながりがあ
りますか。またつながりを強化するためにできそう
な工夫や取組がありますか。

評
価
区
分

令和元年度　第２次健康ふちゅう２１　構成事業評価一覧

評
価
区
分

課 事業名 事業概要

【基本方針４】ソーシャルキャピタルを醸成する／重点取組⑤地域のつながりを強化する

【基本方針３】健康管理を実践する／重点取組④ライフステージに応じて定期的に健（検）診を受診する

課 事業名 事業概要 H30実績

主な事業の目的

本事業は市民同士の交流等地域のつながりがあ
りますか。またつながりを強化するためにできそう
な工夫や取組がありますか。

資料１－２



Ｂ－１

健
康
推
進

②成人健康診査
内臓脂肪型肥満に着目し、その要因となっている
生活習慣を改善するため市内協力医療機関で健
康診査を行う

受診者　1,485名
対象者　3,632名
受診率　40.9％

◎

つながりなし
定期的な健診受診や健康的な生活習慣について、
家族や地域の方々等、周囲の人とのつながりの中
で考えていけるよう、個別・集団と手法を変えて情報
発信していく。

【課題】受診率の向上のためのアプローチ
　　　　　→受診券や同封チラシの工夫を検討。担当課（生活援護課）と
の連携体制強化。

Ｂ－１

健
康
推
進

③若年層健康診査
内臓脂肪型肥満に着目し、その要因となっている
生活習慣を改善するため市内協力医療機関で健
康診査を行う

受診者　641　名
申込者　752　名　　　　　　　　　　定員　　 750　名
受診券利用率　85.2　％
対象年齢の人口　69,610名

◎

つながりなし
定期的な健診受診や健康的な生活習慣について、
家族や地域の方々等、周囲の人とのつながりの中
で考えていけるよう、個別・集団と手法を変えて情報
発信していく。

【課題】受診券利用率があがらない
　　　　　→受診券や同封チラシの工夫を検討
【課題】申込者数が少ない
　　　　　→広報以外の周知方法を検討

Ａ

健
康
推
進

④～⑧胃がん・肺がん・
大腸がん・子宮がん・乳
がん検診
※H29評価区分：A

がんを早期発見し適切な治療を行うことで死亡率
を下げることを目的としている。

受診率
胃がん　　5.3％　　　　肺がん　　2.0％
大腸がん　　10.1％　　乳がん　　28.8％
子宮がん　　18.7％

◎

つながりなし
定期的な検診受診について、家族や地域の方々
等、周囲の人とのつながりの中で考えていけるよ
う、個別・集団と手法を変えて情報発信していく。

【課題】精度の高い検診の実施（維持）
　　　　　→委託先の管理やチェック体制の強化
【課題】受診率の向上
　　　　　→健康応援ガイド等の周知媒体の充実

Ｂ－１

健
康
推
進

⑨肝炎ウイルス検診

４０歳以上の方で今までに肝炎ウイルス検査を受
けたことがない方、会社等で受ける機会がない方
に市内協力医療機関で血液検査（ＨＢｓ抗原検査、
ＨＣＶ抗体検査）を実施

４０歳受診率　９．０％
（受診券発送約４１００名
受診者３６９名）
４１歳以上受診者９６名
陽性者１名（B型）
精密検査受診者　名

◎

つながり  なし
（つながりを強化するためにできそうなこと）広報や
リーフレットの配布等を通じて、ウイルス性肝炎の周
知をし理解を深め、市民の関心を高める。医療機関
での周知にも引き続き取り組む。

肝炎ウイルス検査の必要性について啓発を継続して行う。また、陽性
者に対し、都の精密検査費用助成制度等の情報提供を確実にできる
体制を強化したい。                                              なお、40歳の節
目年齢の市民で各月毎の転入者に個別通知を行っており、次年度以
降も継続して実施していきたい。

Ｂ－１

健
康
推
進

⑩骨粗しょう症検診

骨粗しょう症は骨折の基礎疾患となることから、早
期に骨量減少を発見し、骨粗しょう症の予防やそ
れに付随するロコモティブシンドロームの予防につ
なげることを目的とする。骨量測定だけでなく、健
康教育を実施することにより、生活習慣病予防（一
次予防・二次予防）の一環として健康づくりと食生
活の改善を促す。

＜受診者数＞ 553人
＜定員＞ 600人
＜定員に対する受診率＞92.2％
＜対象年齢の人口＞3805人

◎ ○

つながりなし
（つながりを強化するためにできそうなこと）   骨粗
しょう症検診を受診した市民（受診者）が、家族や周
囲の人たちにも、予防のための生活改善に繋がる
取組を勧められるよう、教育時に周知する。

受診を契機とし、受診者が骨粗しょう症予防への動機付けと生活改善
につながるよう、啓発を継続させる。

Ｂ－１

健
康
推
進

⑪成人歯科健診

ライフステージごとの特性を踏まえた歯科健診と個
人の口腔内状況に合わせた歯科保健指導を行
い、歯と口腔の健康保持・増進及び歯科保健行動
や健康観の向上を図る。

【受診者数】8,765名
（18～39歳739名、40～64歳3,211名、65歳以上
4,815名）　【受診率】4.0％　　　《再掲》歯周病検診
1,943名　　《再掲》訪問による歯科健康診査28名
【歯･口の状態の満足している者の割合】50.2%

◎
つながりあり
一年に１回は、歯科健診を受けることを互いに周知
し、多くの方への普及啓発に努める。

今年度、20歳、30歳に勧奨通知を送付し、若年者の受診者が増加した
ので、令和２年度も勧奨通知を送付し事業の周知に努めたい。また、
訪問による歯科健康診査についても引き続き周知に努めたいが、今年
度の申込者は42名だったが、実際に受診したのは25名で受診率は
59.5％だった。高齢なので体調等もあるが、受診できなかった原因と対
策を検討したい。

Ｂ－１

子
ど
も
家
庭

⑫乳児健診
健康診査により疾病や障害等の早期発見・早期対
応を図ることを目的として３～４か月児、６～７か月
児、９～１０か児を対象として健診を実施する。

各健診受診率
３～４か月児健診　98.8%
６～７か月児健診　99.9%
９～10か月児健診 100%
未受診者はフローチャートを使用して把握。最終的
な未把握者はゼロ。

◎ ○

つながりなし
保育所の地域支援担当やボランティアと連携し、地
域の子育てひろばの紹介をし、母子の地域とのつな
がりお及び交流を促してはいる。

組織改正により子育て世代包括支援センターとしての支援体制が整っ
てきたため、今後ますますの充実を図る。

Ｂ－１

子
ど
も
家
庭

⑬１歳６か月健診
健康診査により疾病や障害等の早期発見・早期対
応を図ることを目的として1歳６か月～2歳未満児を
対象として健診を実施する。(歯科健診同日開催）

受診率98.1％

未受診者はフローチャートを使用して把握。最終的
な未把握者はゼロ。

◎ ○

つながりあり
定期的にボランティアのいちろくおはなし会の方に
来ていただいて絵本の読み聞かせや手遊びを実施
してもらい、ボランティアと母子の交流の場となって
いる。また、保育所の広場など、地域支援の場を利
用できるよう母子へ案内している。今後も継続して
いく。

妊娠期から乳幼児健診の流れの中で、切れ目のない支援体制が整っ
てきているため維持していく。また、発達支援体制の充実に向け、心理
経過観察の増設や関係機関との連携、所内の発達支援グループへの
移行を進めていく。

Ｂ－１

子
ど
も
家
庭

⑭３歳児健診
健康診査により疾病や障害等の早期発見・早期対
応を図ることを目的として３歳～４歳未満児を対象
として健診を実施する。（歯科健診同日開催）

受診率　96.7%

未受診者はフローチャートを使用して把握。最終的
な未把握者はゼロ。

◎ ○

つながりあり
定期的に府中地区更生保護女性会の方が読み聞
かせや子どもの見守りの実施してもらい、更生保護
女性会と母子の交流の場となっている。また、保育
所の広場など、地域支援の場を利用できるよう母子
へ案内している。今後も継続していく。

健診未受診者フォローにおいて所属先や医療機関等での確認ができ
ないケースに関しては、関係機関とも連携し引き続き目視による現認を
実施していく。
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Ｂ－１

健
康
推
進

健康教育
生活習慣病の予防、健康増進などの健康に関す
る正しい知識の普及啓発を図るための教育を実施

健康増進報告より
【一般健康教育】
16回・  564人
【歯周疾患】
3回・161人
【ロコモ】
6回・307人

◎ ○

つながりあり
事業に参加した市民同士が情報交換等、コミュニ
ケーションがとれる場を充実させる。また、事業参加
後に参加者が体験したことや学んだことを実践した
り、取組みが広がるような教育、場の情報提供をす
る。

からだ★スキャンについては、機械の老朽化と近年の家庭用体重器で
も計測できる内容が多くなっているため廃止とする。今後の方向性とし
て、からだ★スキャンの目的の一つであった生活習慣病予防の啓発に
ついては、特定健診時に配布するパンフレットを充実する等、別の手法
で啓発を継続していく。一方で、サポーターと協働し、地域ぐるみ・まち
ぐるみで健康づくりに取り組める環境づくりを検討していく必要がある。

Ｂ－１

健
康
推
進

栄養改善事業
市民の健康増進及び食生活改善を目的とした栄
養講座を実習や講話を通して実施する。また栄養
改善推進員の育成を行う（隔年実施）。

食生活応援講座参加者アンケート調査結果より
６４歳以下の参加者の割合
６８．７％
朝ごはんを食べている人の割合
８７．９％
食事バランスガイドを知っている人の割合　６５．５％

◎ ○ ○ ○

つながりあり
講座のなかでグループワークを実施する。その際の
グループ分けは、講座終了後もつながりが持てるよ
う、情報交換しやすい地域や年齢別等で行う。ま
た、講座は栄養改善推進員と協働して実施してお
り、栄養改善推進員には、参加者同士の交流の補
助的な役割も担ってもらっている。

令和２年度は、隔年で実施している栄養改善推進員を養成する年であ
る。栄養改善推進員で構成される「府中栄養改善推進員の会」の実働
会員数が減少傾向にあり、新規の栄養改善推進員を養成し、地域活
動の担い手を増やし、地域ぐるみで食からの健康づくりを推進していく
ことが課題。
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Ｂ－１

防
災
危
機
管
理

防災思想普及事業
（総合防災訓練）

大規模災害が発生したことを想定し、初期消火訓
練をはじめとする各種訓練や避難所体験訓練等
を、指定避難場所及び一次避難所となる市立小中
学校を防災拠点と位置づけ、地域住民や関係団
体の主体的な取り組みによる、自助・共助を基本と
した訓練を実施する。

第三中学校、第七小学校、第六中学校
延べ参加者数１，９４８人 ○ ◎ ○

つながりあり
平成２７年度から、避難所開設・運営訓練を２会場で実施している。総
合防災訓練をきっかけに避難所開設に係る取組を始める学校が増え
てきている。これまで訓練未実施の学校を会場とした総合防災訓練を
開催することで、避難所や防災に取り組む地域を増やしていきたい。

Ｂ－１

高
齢
者
支
援

避難行動要支援者事業

申請に基づき、災害発生時に自ら避難することが
困難な避難行動要支援者（災害時要援護者）の名
簿を作成し、自治会、消防署、警察署等地域の支
援機関に配付して地域での支援体制の構築を図
る。

災害時要援護者名簿登録者数　９，１５１名
※名簿登録指数　３１．８％
名簿の提供に関する協定を締結した自治会　２１７
団体
救急医療情報キット配付者数　１３，２８１名

○ ◎ つながりあり

名簿の登録割合の増加を図るため、未登録者への事業の周知を効果
的に行う必要がある。
また、地域での支援体制を強化するため、事業への協力が得られる自
治会の増加を図る必要がある。

Ｂ－１

健
康
推
進

新型インフルエンザ等
対策検討会

新型インフルエンザ等の感染症の発生時に備え、
市の行動計画等に基づき住民予防接種体制を構
築を構築するとともに、教育及び訓練の実施を通
して、平常時から対応能力を高めていく。

・庁内ＢＣＰの整理
・住民接種会場となる地域体育館の配置図を作成
する

○ ○ ○ ◎ つながりなし
平成３０年度に作成した地域体育館（本宿・押立）の配置図に基づき、
実地訓練の実施。

Ｂ－１

健
康
推
進

薬物乱用防止推進事業
平常時から健康危機に対して関心を持ち、健康危
機管理体制を強化する一つとして、薬物乱用防止
に関する正しい情報の普及啓発を行う。

【市の行事での啓発】
・リーフレット、ウェットティッシュ、クリアファイル、付
箋、絆創膏等を配布
・薬物模型見本等を展示
【中学校での啓発】

○ ○ ◎ つながりなし

・平成３０年の福祉まつりより出展場所を変更し、集客に繋げられてい
ることから、今後は作品の展示方法や啓発グッズの配置等を工夫し、
さらに目を引くブース造りを検討したい。
・今年度と同様、中学生をはじめとした若年層を主なターゲットとし、よ
り印象に残る啓発活動を実施する。

H30実績 R2年度に向けた課題・計画課 事業名 事業概要

H30実績

主な事業の目的

本事業は市民同士の交流等地域のつながりがあり
ますか。またつながりを強化するためにできそうな
工夫や取組がありますか。

R2年度に向けた課題・計画

主な事業の目的

本事業は市民同士の交流等地域のつながりがあり
ますか。またつながりを強化するためにできそうな
工夫や取組がありますか。

【基本方針１】健康意識を高める／重点取組②健康危機に備える

評
価
区
分

【基本方針２】健康的な生活習慣を身に付ける／重点取組③元気体重を維持する

評
価
区
分

課 事業名 事業概要
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A

高
齢
者
支
援

介護予防事業
※H29評価区分：A

介護予防の普及啓発、各種介護予防事業の実
施、介護予防の継続的活動の支援

介護予防教室（推進センター）：実参加者2,276人
介護予防教室（地域）：元気アップ体操1,462人（実参
加者）、地域交流体操19,185人（延参加者）
介護予防講座（推進センター）：856回、延16,698人
介護予防講座（地域）：1,014回、延12,993人
地域デイサービス：延16,118人

◎ ○ ○ ○
住民主体による通いの場づくりが介護予防事業の
考え方であり、介護予防コーディネーターは自主グ
ループの立ち上げ支援を行っている。

介護予防コーディネーターはアウトリーチによる支援などに注力できる
よう、介護予防に関する教室・講座の在り方を見直す。また、国におい
てフレイル施策に注力しており、本市の事業にも反映していく必要があ
る。

Ｂ－１

健
康
推
進

保健相談室
健康に関する個別の相談への対応：保健センター
内での相談室と電話相談　必要に応じ家庭訪問で
の相談

1,623件
（内訳：電話1,354（文書含）
　　　　来所　238
　　　　訪問　　31
保健相談の内、精神保健に関する相談の割合
%

◎

つながりなし
関係機関との連携や紹介ということはあるが、市民
同士のつながりはない。
相談内容によっては、市民団体等の情報提供がで
きるようになると、地域のつながりに発展できる可能
性がある。

様々な媒体を活用した相談窓口に関する周知。

Ｂ－１

健
康
推
進

自殺対策

自殺の背景には様々な社会的要因があることを踏
まえ、総合的な対策を確立するために、必要な連
絡会や研修を実施する。普及啓発や相談窓口の
充実を図り市民の支援をしていく

自殺者数　37（H30　確定値）
自殺率　　14.3
・府中市自殺対策関係者連絡会の開催（２回）
・府中市自殺対策関係者連絡会分科会（未遂者対
策）（２回）
・教職員対象自殺対策研修会（若年層対策）（１回）
・元気いっぱいサポーター養成講座受講者にゲート
キーパー養成講座を実施（1回）

○ ○ ○ ◎

つながりあり
元気いっぱいサポーター養成講座でゲートキーパー
養成講座を実施していることは、地域のつながりを
強化する上で良い取組となっている。地域の中で
ゲートキーパーを増やす取組を進め、悩んでいる人
に声をかけあえるまちをめざす。

ゲートキーパー養成講座の実施方法の変更
計画の推進（若年層・勤務経営・無職者失業者への取組の展開）
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B-1

地
域
福
祉
推
進

福祉まつり事業

広く市民に福祉に対する理解と支え合いを呼びか
け、交流と福祉意識の醸成を図り支え合いのまち
づくりを促進するため、市と府中市社会福祉協議
会とが共催し、地域の様々な福祉関係団体の参加
と関係企業等の協賛のもと福祉まつりを開催す
る。

・延べ来場者数　26,000人
〔内訳〕
１０月１３日（土） 11,000人
　　　 １４日（日） 15,000人
・参加団体数　80団体
・協力依頼団体数　30団体
・協賛企業数　48企業

○ ◎ ○ ○

つながりあり
（つながりを強化するためにできそうなこと）
障害者団体やボランティア団体等の福祉関係者だ
けでなく、コミュニティ協議会、自治会連合会等の既
存の地域コミュニティとの連携を推進する。

従来は府中公園を会場として１０月中旬に開催していたところ、令和２
年度は東京２０２０オリンピック・パラリンピック開催の機会を捉え府中
駅前けやき並木にて６月に開催することにより、従来型の福祉関係者
の枠を超えた集客と啓発効果を期待でき、より一層の交流促進と支え
あいによる福祉活動の推進を図る。

Ｂ－１

障
害
者
福
祉

障害者地域交流促進事
業（waiwaiフェスティバ
ル）

障害当事者による作品展示、コンサート、販売会
やゲストを招いての講演会や映画上映を行い、障
害福祉に対する理解と協力を深めることを目的に
実施

平成31年1月19日～20日
参加者数：4,574人
作品展：2,902人
コンサート：348人
映画上映：172人
施設紹介・自主製品販売：732人
ボッチャ体験会：420人

○ ◎

つながり あり
（つながりを強化するためにできそうなこと）
・実行委員の公募
・市民ボランティアを募集する

実行委員とともに事業の実施内容を検討し、事業目的である障害理解
の普及啓発に努める。

【基本方針１～４】重点取組①～⑤以外の取組

評
価
区
分

課 事業名 事業概要 H30実績

主な事業の目的

本事業は市民同士の交流等地域のつながりがあり
ますか。またつながりを強化するためにできそうな
工夫や取組がありますか。

R2年度に向けた課題・計画

【基本方針１】健康意識を高める／重点取組①こころの健康を意識する

評
価
区
分

課 事業名 事業概要 H30実績

主な事業の目的

本事業は市民同士の交流等地域のつながりがあり
ますか。またつながりを強化するためにできそうな
工夫や取組がありますか。

R2年度に向けた課題・計画



Ｂ－１

障
害
者
福
祉

④障害相談事務

援護担当ケースワーカー、精神保健担当保健師に
よる生活等の相談、情報提供、ケースマネジメン
ト、専門機関の紹介等を行う。（相談方法は来所・
電話・面接・訪問・関係機関連絡・同行等）

精神保健福祉相談（高次脳機能障害、発達障害含）
延4,861件
身体・知的障害者相談
延4,420件
件委託相談機関と合わせた相談件数　27,299件

◎ つながり なし
昨年度は家族会と、今年度は地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ（社協）との連絡会を
行った。今後も顔の見える関係を築き、関係機関との連携強化を図っ
ていく。

Ｂ－１

高
齢
者
支
援

③総合相談
福祉に関する相談をワンストップで受け、具体的な
助言や支援を行い、または適切な部署・機関に繋
げる。

相談受付件数　２，６９１件 つながりなし
対応が困難な事例が年々増えてきているが、職員の人数は限られて
いるため、個々の職員の能力向上を図る必要がある。

Ｂ－1

ス
ポ
ー

ツ
振
興

市の運動施設での事業
（総合及び地域体育館ス
ポーツ活動事業）

年齢を問わず定期的にスポーツ活動が行われる
よう、各年齢層に応じたスポーツ教室を実施する。
総合体育館及び地域体育館７か所で実施中。

総合体育館
　実施教室数：　  59教室
　登録人数   ：延1,749人
地域体育館（７か所）
　実施教室数：  108教室
　登録人数　 ：延5,881人

◎ ○
つながりなし
この事業では地域ぐるみの取組みとすることを指向
していない。

総合体育館
　令和元年の台風１９号の被害により休館中であり、復旧の見込みが
立っていないことから、事業の実施が不透明である。
地域体育館（７か所）
　実施教室数：          108教室
　登録人数   ： 　　延6,200人

Ｂ－1

ス
ポ
ー

ツ
振
興

総合体育館及び地域体
育館における各体育室
一般公開事業

スポーツに参加できる環境づくりの推進を目的に、
各体育室等を誰でも利用できるように、総合体育
館及び地域体育館の各体育室を一般公開する時
間を設けている。

総合体育館
　利用人数：延７８，０１７人
地域体育館（７か所）
　利用人数：延８０，０９１人

◎ ○ ○
つながりなし
この事業では地域ぐるみの取組みとすることを指向
していない。

（総合体育館）
令和元年の台風１９号の被害により休館中であり、復旧の見込みが
立っていないことから、事業の実施が不透明である。
（地域体育館）
一般公開の利用人数を増加させるため、各体育館ごとの地域性などを
考慮し、種目や時間帯を再考する。

Ｂ－1

文
化
生
涯
学
習

生涯学習センター
管理運営事業

生涯学習センターの体育施設を市民利用に供する
こと及びスポーツ講座を実施することにより市民の
自発的な健康増進の取組みを支援する。

体育施設利用者数
　　　延228,955人
スポーツ講座開催実績
　　　305講座、2,930回
スポーツ講座受講者数
　　　延39,857人

◎ ○ ○
つながりなし
この事業では地域ぐるみの取組みとすることを指向
していない。

温水プールでは子どもの利用が増えていることから親子参加のプログ
ラムを企画する、トレーニング室では利用者数やお客様の声からショー
トレッスンの回数や内容を調整するなど、PDCAサイクルを活用し利用
者数の増加を図る。

Ｂ－１

　
児
童
青
少
年

⑧青少年・子ども相談

ひきこもりやニートなど専門的な支援を要する相談
を含めた子ども・若者支援育成に関する相談に応
じ、関係機関の紹介その他の必要な情報の提供
及び助言を行う。

【子ども・若者総合相談】
・青少年や子育てに関する相談
　相談件数　７件（１６件）
・ひきこもり等に関する相談
　相談件数　１８件（７４件）
※新規相談件数、（）内は延相談件数

◎ ○

つながりあり
地域で活動を行っているボランティア団体などを通
して、悩みを持つ家庭に直に相談窓口の情報が届く
ようにするため、青少年対策地区委員会や民生委
員・児童委員などと情報を共有し、更なる連携の強
化を図る。

子ども・若者総合相談は、ひきこもりの長期化・高齢化の問題を受け、
庁内における相談体制について他部署と調整しており、調整後の結果
を踏まえ、相談窓口について周知するほか、利用者数増加に向け、よ
り効果的な広報の仕方を工夫するなど、より多くの人が利用することが
できるよう、相談窓口の充実を図る。

Ｂ－１

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

地域まつり運営事業
（市民団体による活動）

地域の人々が、お互いに信頼と連携を深めるため
に、手づくりの地域まつりを実施し、明るく楽しい近
隣社会作りを推進し、健康な心と身体の育成を行
う。

7月14～15日
7文化センター
参加者 111,400人
（平均　15,914人）
7月21～22日
3文化センター
参加者  47,500人
（平均　15,834人）

○ ◎

つながりあり
地域活動の中心になっている、コミ協、自治会、シ
ルバークラブ、自主グループなどと、協力して事業を
行っている。ＰＴＡ、学校や地域の企業などと協働す
ることで、より地域に根付いた事業になると考える。

日中の行事の熱中症対策やこまめな水分補給・休憩を確保しながらの
イベントを継続実施していく。併せて、足を運んでいない市民や新規の
参加団体を増やしていく必要性がある。2020年開催のオリンピック・パ
ラリンピックの機運醸成も考え、オリンピック音頭の盆踊りも継続実施し
ていく。

Ｂ－１

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

⑦女性問題相談
女性に関わる様々な悩みに応える相談窓口を設
け、関係機関・施設等との連絡を密にして  女性の
自立と自己変革を支援する。

女性問題相談総件数
　1045件

【相談内容」
自分自身　　163件
夫婦関係　　247件
子ども（0～18歳）　16件
上記以外の家族　165件

◎

つながりあり
平成30年度・平成31（令和元）年度については、グ
ループ相談事業として、新たに同じ悩みをもつ女性
を対象に、それぞれの悩みを話し合うことで、相談
業務につなげる事業を実施したところであるが、参
加者数が少数であったため、見直しを行うとともに、
講座を通じて、地域でのつながりをつくる仕組みに
ついて検討する予定。

女性問題相談は継続実施。女性問題相談の周知の拡大を図る。
デートＤＶ中学校での実施及び市民向けに、デートＤＶも含むＤＶ関連
講座を実施し、意識啓発に努める。

Ｂ－１

生
活
援
護

生活保護相談
相談者のニーズを聞き取り、適切なアドバイスを提
供し、必要に応じて生活保護の申請を受理する。

相談者のニーズを聞き取り、適切なアドバイスを提
供し、必要に応じて関係機関につなぐとともに、相談
者が生活保護の申請意思を示した場合、速やかに
申請書を交付し、受理している。

（統計）
・相談件数：1,143件
　（うち初回相談567件）
・申請件数：482件

◎

つながりなし
・本事業においては、市民同士の交流というものは
ないが、地域住民のつながりが強化されることで、こ
れまでに本事業につながっていなかった困窮者を掘
り起こすことができる。
・社会福祉協議会を中心とした地域福祉コーディ
ネーターによる地区社協構想や既存の包括支援セ
ンター等との会合を設け、行政と地域が一体となっ
た相談支援体制を構築する。

生活困窮者自立支援制度との一体的な運用が定着してきたが、今後
もお互いの制度に関する相談員の理解を深め、適切な制度案内をして
いく必要がある。ただ、相談員の大半が嘱託職員であるため、正規職
員割合の増加や嘱託職員の待遇改善など、職員の入れ替わりによっ
て相談の質を落とさないように、相談員研修等を継続的に実施していく
必要がある。
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⑩教育相談
子供の心理・発達に関する心配事や悩みの相談を
実施している。

【相談実績】
電話相談：470件
来室相談：8212件

◎
つながりなし
相談の内容は取扱いに注意が必要な個人情報を扱
うため、地域ぐるみの取組は困難である。

相談場所及び相談時間（コマ数）には限りがあるため、新規の相談者
の受け付け方法の見直しや、長期化する見込みがあるケースについて
医療や民間の相談機関につなぐなど、特定の相談者のための相談に
陥らないよう公的な相談機関として相談対応の改善に取り組む。
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⑪就学相談
障害がある子供のよりよい成長に向けた就学につ
いて相談を実施している。

就学相談件数　　274件
　内訳　小学校　 192件
　　　　　中学校　　82件

◎

つながりなし
児童・生徒個人の就学に関する相談を事業内容とし
ているため、地域ぐるみの取組とはしない。

相談件数が増加傾向にあるなか、令和元年度から就学支援協議会の
開催方法を変更した。引き続き検討・改善は必要と考える。また、入級
検討会、入退室検討会においては医師や学識経験者、就学前施設の
代表者など、外部アドバイザーの招聘ができるよう引き続き調整を行
う。
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⑨消費生活相談 消費生活相談室の運営
消費者トラブルにあったことが
ある市民の割合  ４．２％

○ ◎

つながりなし
ふれあいポリスや包括支援センターなど地域と密接
に関わりのある方々を通じて、地域の方々への啓発
を実施するなど、地域における核となる人材を育
成、連携することにつなげる。

高齢者や若者を対象とした消費者被害防止のための効果的な取り組
みについて検討し、啓発活動を行っていく。
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特定健診後
保健指導

特定健診等の結果を階層化し、動機づけ支援レベ
ルまたは積極的支援レベルに該当する人へ医師、
保健師、管理栄養士が面談、電話、手紙等で支援
し、生活習慣改善を目指す。

特定・・・実施率　13.4％
（メタボ該当・予備群割合 29.4％)
成人・・・11名/100名＝11％
若年・・・5名/55名＝9.1％
40歳の受診者メタボ該当・予備群率　17.1％　　（特
定健診40歳の受診者187人
メタボ該当　9人
メタボ予備群　23人
非該当 155人（うち腹囲オーバーだけどリスクなし18
人））

◎

つながりあり
今年度より、集団型初回面談及び体操教室を開
始。
参加者同士の交流の場となり得るため、参加者の
反応を見ながら実施内容を検討していく。

特定・・・関係課及び委託事業者との連携体制を強化し、保健指導の
質を確保する。参加特典や集団型初回面談の効果を検証し、次年度
以降の取組みに反映する。電話勧奨の荷電率が低いため、実施体制
等の検討が必要。成人・・・保健指導の事業の利用が合わない方への
個別対応、生活習慣改善のシステム作りの検討。生活援護課ケース
ワーカーとの連携も必要。
若年層・・・保健指導の事業を利用しやすい環境にする取組として、特
定・成人保健指導と同委託事業者での実施を平成30年度より開始し、
若干受診率が高まった。引き続き、同委託業者で実施したい。また、今
後も土日開催や遠隔面談等の支援方法の工夫を進めていく。
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健康手帳
※評価区分C-1

健康診査等、その他の健康の保持に必要な事項
を記載し、市民自らの健康管理に資することを目
的に、健康手帳を作成、交付する。

交付数：117冊
・厚生労働省ホームページより、ダウンロードする形
式に変更
・希望者に平成29年度の在庫配布で対応。

◎ ○

つながりなし
元気いっぱいサポーター合同リーダー会等にて再
度周知し、健康手帳の活用について声掛けを実施
することで、サポーター同士の健康情報発信が期待
できる。

平成３０年度より厚生労働省ホームページからダウンロードして活用す
るようになっているが、ページ数が多く、活用しにくい状況である。平成
30年度は、平成29年度の在庫を希望者に配布することで対応したが、
平成31年度は平成29年度改訂版で引き続き対応していく。また、健康
応援ガイドの検診予定メモ欄の活用も併せて推奨する。今後の運営に
ついては、令和3年度の第3次府中市保健計画策定に合わせて、市で
印刷、製本するか、経年で使える市販品を購入する等の検討が必要で
ある。

Ｂ－１

健
康
推
進

健康応援ガイド
がん検診を中心とした健康づくりに関する情報を
掲載。全戸配布し、健康づくり事業の普及啓発を
図る。

・12ﾍﾟｰｼﾞ冊子、申込書(A4)　131,000部作成
・全戸配布　(４月・123,176件)
・ガイドを縦型冊子に変更
・申込書を厚紙し、切り取るとそのまま郵便はがきと
して利用できるものに変更
・申込期間を前期後期に区分した。
・ガイド再配達期間を１週間から１か月に延長
・健康応援ガイドの配布とがん検診募集等について
広報・メール配信で周知
・市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで、健康応援ガイドと同様の内容が閲
覧できる

◎
つながりあり
検診や事業等で周知し、元気いっぱいサポーターの
活動で地域に普及・啓発していく。

令和２年度は、カラー印刷を予定しており、さらに見やすい分かりやす
い健康応援ガイドになるように検討したい。また、平成31年度の配布委
託業者は、配布業務が完了したが業務遂行上課題があり、業者の選
定には見直しが必要である。
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予防接種
個人の発病またはその重症化を予防し、合わせて
そのまん延の予防を目的に高齢者インフルエンザ
と高齢者用肺炎球菌予防接種を実施する。

【高齢者インフルエンザ】
対象者：56,077人
受診者：20,834人
 接種率：37.2％
【高齢者用肺炎球菌】
対象者：11,868人
 受診者：4,278人
 接種率：36.0％

◎ ○ つながりなし
定期予防接種の接種率向上が課題である。ＨＰや広報にて適切な時
期に、医療機関や各施設にポスターを掲示する等積極的なＰＲの実
施、個別勧奨通知の検討
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摂食・嚥下機能支援シス
テム

食べる・飲込む機能に問題や不安を抱え、専門的
な支援が必要な方が、適切な指導やリハビリテー
ション等を受けられるように、主治医、かかりつけ
歯科医を中心に、在宅療養に関わる地域の様々
な支援者が連携ツール「府中ごっくんパス」を活用
し、連携を図るシステム

▲摂食・嚥下機能支援相談窓口
　　　　…12件
▲摂食・嚥下機能支援研修会（市民向け）
　　　…100名

◎

つながりなし

健康応援ガイドや教育事業等で広く周知し、多くの
方への普及啓発に努める。

前年度に引き続き　摂食・嚥下機能支援相談窓口について、市民や関
係機関への啓発普及を継続し、摂食・嚥下支援に関する体制整備をさ
らに推進する。特に、新任ｹｱﾏﾈ研修会や訪問看護ステーション連絡会
等において、事業の必要性や活用法を説明する。また、新たに提唱さ
れ、広まりつつある『オーラルフレイル』の概念を市民や関係者に広く
周知するよう努め、健康寿命の延伸を目指す。高齢者支援課、介護予
防推進センター等と連携し、成人歯科健診（口腔機能健診）結果から、
必要な方へのフォロー体制を整える。
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歯科医療連携

自身では歯科診療を受けることが困難な障害者、
要介護者等が身近な地域で必要、適切な歯科医
療を受けることができるようかかりつけ歯科医の定
着を図る。
　また、一般歯科診療所と専門歯科医療機関が相
互にその機能を発揮できる体制づくりのために、か
かりつけ歯科医と専門医療機関等との機能分担
の明確化と連携システムの確立を図る。

▲かかりつけ歯科医紹介
　　　　　　　　　　　　　・・・１７件
▲摂食・嚥下機能支援システム（相談窓口）　　　・・・
１２件

▲摂食・嚥下機能支援に関する市民向け講演会・・・
１回開催、参加者１００名

関連事業：健康相談事業（歯と口の健康相談で専門
医による摂食嚥下専門相談１回開催）

◎
つながりなし
健康応援ガイドや教育事業等で広く周知し、多くの
方への普及啓発に努める。

前年度に引き続き、在宅療養者でかかりつけ歯科医を持たない方が、
スムーズに歯科診療を受けることができるように、市民や関係機関へ
の啓発普及を継続する。ケアマネジャーや、訪問看護ステーションの連
絡会、新任ｹｱﾏﾈ研修会等において、事業の必要性や申請方法等を説
明する。また、平成３０年度に改定した、申請後の流れ等を示した事業
チラシを用いて、関係者や市民に広く周知するよう努める。また、在宅
高齢者だけでなく、障害者（児）に向け、事業を周知する機会をもち、事
業周知に努める。

Ｂ－１

健
康
推
進

元気フォーラム（偶数年）
フォーラムを通じて情報を発信し、市民の健康づく
りの推進を図る。

平成３０年８月３１日（金）
池谷　幸雄氏「夢は果てしなく永遠に」～子ども達の
未来のために～
参加者173人

◎ ○

つながりあり
市民の生活環境が多様化しており、地域のつながり
強化はそれぞれ異なっていることから、様々なライフ
ステージにある元気いっぱいサポーターリーダーを
養成し、サポーターリーダーたちを通じて情報を広く
提供していくことが効果的であると考えている。

元気フォーラム事業は平成17年度から実施しており、健康教育の意味
を持つ一方で健康づくりの契機を提供してきたが、健康づくりに関する
情報は多様な媒体を通じて市民に十分提供されていることから、実施
方法について検討が必要である。
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⑮妊婦健診
　　（妊婦歯科健診）

妊娠中の異常の早期発見・流産・早産の予防な
ど、母子の健康管理を目的として実施する。

検診延受診者数
　　　　　　　　23,281回
1回目受診率97.6%
妊娠期間中の1人当たり
平均受診回数　12.1回
超音波検査受診者数
　　　　　　　　　1,802回

◎ つながりなし 現状の事業を継続する。
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⑯産婦健診
産婦の心身の健康状態の異常の早期発見･早期
対応を図ることを目的に産後6か月以内の産婦を
対象に健康診査を実施する。

受診率　98.6%
（３～4か月児健診98.8%）

◎
保育所の地域支援担当やボランティアと連携し、地
域の子育てひろばの紹介をし、母子の地域とのつな
がりお及び交流を促してはいる。

現状の事業を継続する。
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子育て相談室
妊産婦や母子を対象に保健･栄養・歯科等に関す
る相談を行う。

延べ相談件数3,944件
　　保健相談　3,514件
　　栄養相談　  358件
　  歯科相談　    72件

◎ ○

つながりなし
保健センターが身近な相談先であるということを
知ってもらうことで、保健センターでやっている事業
や他の関連機関及び地域の子育てひろばなどにつ
なぐことができ、地域での交流に繋がっていく。引き
続き妊娠期からの早期フォローを行うと共に、健診
や各事業で相談先の案内を周知していく。

妊娠届出時の面接が一本化されたことで、妊娠期からの継続した支援
ができるようになってきている。ニーズの高い相談を把握し、引き続き
対応を検討していく。
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予防接種

感染の恐れのある病気の発生及びまん延を予防
するために定期予防接種を実施する。
乳幼児から高校1年生（女子のみ）を対象の接種8
種類

主な接種率
BCG　103.4%
麻しん風しん　97.3%

◎

つながりなし
定期予防接種は対象年齢が決まっているため、個
別通知している。予防接種の種類・接種時期・接種
場所は個々の判断に委ねられているので、地域とし
ての取り組みは難しい。

全ての予防接種について、接種率の向上を目指す。
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パパママ学級

妊娠･出産･育児及び親になることの知識の習得や
不安の解消を図ること、参加者相互の交流による
仲間づくりを目的に母親学級、両親学級を実施す
る。

参加者実績
母親学級　　延べ225人
両親学級　　延べ571人 ◎ ○

つながりあり
参加者と先輩ママとの交流及び参加者同士のグ
ループワークをプログラムに盛り込んでいる。座席
は居住地域が近い方でグループ分けをしており、同
じ地域で子育てをしていく参加者同士が知り合う
きっかけの場となっている。参加者アンケートでも、
「同じ地域に住む方と悩みを共有し、情報を交換す
ることができてよかった」という感想が多数寄せられ
ている。また、産後の母親の中には「はじめてのパ
パママ学級で知り合ってママ友になりました」という
方もおり、今後も地域のつながりの強化を意識した
プログラムの工夫に努めていきたい。

妊娠期からの切れ目ない支援を行うための事業として活用していく。
妊娠届出時面接で配布するマタニティサポートブックを本事業でも使用
できるように内容を改訂し、妊婦にとって必要な情報を分かりやすく提
供できるようにする。
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新生児訪問

新生児の発育、栄養、生活環境及び疾病予防等
について、家庭訪問の上適切な指導を行うことと
育児不安の解消や育児支援を目的として実施。こ
んにちは赤ちゃん訪問を兼ねる。

対象者　　　　2,013人
訪問実人員　1,657人
（訪問実施率　82.3%）
訪問延べ件数　2,107件
EPDS実施件数　1,544件
（EPDS実施率　93.7%）

◎ ○

つながりあり
孤立化防止として地域の子育てひろばなどの紹介
を行うともに関係機関との連携を図り、要支援家庭
を早期に発見し支援へ繋げる。

訪問実施率の向上のため、出生通知票の提出や電話等での連絡がな
く把握できない方に対して、どのように訪問へ繋げられるか検討する。
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幼児歯科健診
就学前の幼児を対象に、継続的な歯科健診と歯科
保健指導を行うことにより、健康でむし歯のない子
どもに育つことに目的に1歳、2歳、2歳6か月、4
歳、5歳児を対象に実施。

受診者　3,524人 ◎ ○

つながりあり
1歳6か月健診後のフォローや地区担当のフォロー
の場として活用。必要時には地区担当者より地域支
援担当や保育所等と情報の共有及び連携を図って
いる。

・１歳６か月健診受診時に次回健診日の日時お知らせ用紙を渡し、完
全予約制ではないため、当日来所人数に差がある。また、日程変更者
の受入れについては、年齢により指導内容が異なるため、今後も検討
が必要。



Ｂ－１

子
ど
も
家
庭

各種子育て支援事業
（ﾏｰﾘｴ、ぴよぴよ、ぴか
ぴか等）

保護者同士の交流を通じて育児不安を解消し、育
児力を高めることや、乳幼児健康診査時に経過の
観察が必要とされた親子を対象に、遊びや相談に
よって発達を促す各グループ事業

マーリエ　 12回　 64組
ﾏｰﾘｴｱﾌﾀｰ　6回　 31組
ぴよぴよ　　6回　 15組
ことり　　　24回　 246人
ぴかぴか 26回　  205人
Ｗａｉｗａｉ　21回　　342人

◎ ○

つながりあり
（つながりを強化するためにできそうなこと）
子供の状態や家庭の状況など背景が異なる参加者
のため積極的に交流を進めてはいないが、グルー
プ活動の中で母親同士のグループワークを行って
るため一部の方は地域で一緒に遊ぶ関係となるこ
とがある。

ﾏｰﾘｴ：心理職が入ることにより母子のアセスメントが深まり、今後の支
援向上につながると考える。現在参加者数が少しづつ増加傾向にある
ため、グループの目的や形式、運営等について見直しも検討。
ぴよぴよ：低出生児体重届や養育医療申請等から対象者を把握する
等、周知方法について検討中。
ことり・ぴかぴか・Ｗａｉｗａｉ：民間療育施設が増えてきていることにより、
さらに関係機関との連携を図っていく。

Ｂ－１

子
ど
も
家
庭

離乳食教室

離乳食に関する正しい知識を身に付け、乳児の健
全な発育を図るために実施する。
離乳食の進行度に応じた4ｽﾃｯﾌﾟの講座を実施す
る。

５１回　１３７６人 ◎ ○

つながりあり
（つながりを強化するためにできそうなこと）
教室の中でグループワークを行うなど交流を行って
いる。
また、元気いっぱいサポーターの説明をし、申込者
もいる。

月によって参加者数にばらつきがあり、お断りのある月、ない月があ
る。お断りした方は個別での対応をしているが人数がよめない。

Ｂ－２

健
康
推
進

健康増進事業
※評価区分B-2

生活習慣病の予防の一助として、運動や日常生
活、栄養に関する指導を一体的に行うことにより、
健康の維持・増進を図るため健康増進室を活用
し、指導員による運動指導・管理を行う。

開室日数：317日

利用者：10,494人
◎ ○ ○ ○ つながりなし

機器に頼らない新たな運動メニューが定着し、苦情は無くなった。人気
メニューがはっきりしており、日によっての利用者の増減がある。

Ｂ－１

子
育
て
応
援

⑥母子・父子、女性相談
ひとり親家庭等の自立を支援するため、相談体制
を設ける。

相談員　4名
◎ つながりなし

ひとり親家庭の母、父または女性からの相談に応じ必要な情報提供や
支援を行うなど、現行の取組を継続して実施する。


